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川
岡
選
手
の
歓
迎
会

区
と
区
教
育
委
員
会
で
は
去
る
六

月
七
日
午
后
二
時
か
ら
、
第
二
回

ア
ジ
ア
競
技
大
会
日
本
代
表
(
射

撃
)
の
川
岡
鶴
吉
選
手
及
び
同
大

会
総
監
督
織
田
幹
雄
氏
を
招
き
、

区
議
事
堂
に
お
い
て
「
歓
迎
記
念
講

演
会
」
を
開
き
ま
し
た
。

川
岡
選
手
は
区
内
大
谷
田
町
に
居

住
し
て
お
り
、
今
度
の
ア
ジ
ア
大

会
で
は
ピ
ス
ト
ル
射
撃
で
第
二
位

と
い
う
輝
か
し
い
成
績
を
収
め
て

き
た
も
の
で
、
当
日
は
区
立
中
学

校
の
生
徒
を
前
に
、
胸
に
つ
け
た

日
の
丸
も
鮮
か
な
グ
レ
イ
の
ブ
レ

ザ
ー
コ
ー
ト
に
身
を
包
み
、
大
会

の
模
様
や
射
撃
術
に
つ
い
て
説
明

を
行
い
ま
し
た
。

な
お
同
選
手
に
対
し
て
区
長
か
ら

記
念
品
が
贈
ら
れ
た
後
、
織
田
監

督
の
講
演
が
あ
つ
て
、
午
后
四
時

散
会
し
ま
し
た
。
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第3回定例区議会
議
長
に
藤
來
議
員

各
種
役
員
も
改
選

本
年
第
三
回
区
議
会

が
五
月
二
十
七
日
区

議
会
議
事
堂
で
開
会

さ
れ
、
次
の
案
件
が

審
議
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

(
一
)
自
昭
和
二
十
八

年
度
至
昭
和
二
十
九

年
度
東
京
都
足
立
区
産
業

振
興
館
建
設
費

継
続
年
期
及
ひ
支
出

方
法
書

去
る
二
月
十
日
の
第
一
回
区
議
会

で
議
決
さ
れ
た
産
業
振
興
館
の
工

事
施
工
に
伴
い
経
費
の
追
加
計
上

の
た
め
提
出
さ
れ
た
も
の
で
す
。

(
二
)
昭
和
二
十
九
年
度
足
立
区
才

入
才
出
追
加
予
算

こ
れ
は
前
項
の
振
興
館
建
設
に
伴

う
計
費
に
つ
い
て
の
追
加
計
上
で

す
。(
二
百
万
円
)

(
三
)
東
京
都
足
立
区
産
業
振
興
館

建
設
工
事
請
負
契
約

こ
れ
に
よ
り
産
業
振
興
館
の
建
設

は
株
式
会
社
中
野
組
に
よ
つ
て
施

工
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
(

総
工
費
五
千
五
百
万
円
)

(
四
)
臨
時
出
納
検
査
立
会
人
選
任

議
長
指
名
に
よ
り
臨
時
出
納
検
査

立
会
人
と
し
て
土
屋

、
丹
下
、
宮

川
、
永
田
、
野
沢
の
各
議
員
が
選

任
さ
れ
ま
し
た

。

な
お
こ
の
日
程
議
了
後
、
宮
入
議

長
、永
井
副
議
長
は
辞
表
を
提
出

こ
れ
が
全
員
に
異
議
な
く
承
認
さ

れ
た
の
で
、追
加
日
程
と
し
て
正

副
議
長
遷
挙
の
件
を
上
程
、投
票

の
結
果
議
長
に
藤
来
勇
議
員
、副

議
長
に
江
川
長
吉
議
員
が
ぞ
れ
ぞ

れ
当
選
し
ま
し
た
。次
い
で
藤
来

議
長
、議
長
席
に
つ
き
各
種
役
員

の
選
挙
も
行
い
た
い
旨
を
議
場
に

諮
り
承
認
を
得
た
の
で
、役
員
の

選
挙
に
移
り
、
次
の
議
員
が
そ
れ

ぞ
れ
当
選
し
ま
し
た
。

監
査
委
員
　

大
川

正
一

競
馬
議
員
　
浅
古
幸
藏

教
育
委
員
　

片
岡

巖

ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ

の
防
除

今
年
も
又
ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ

の
発
生
期
と
な
り
ま
し
た
の
で
、

区
で
は
六
月
十
六
日
か
ら
九
月
二

十
日
ま
で
を
防
除
期
間
と
し
て
、

区
民
の
皆
様
の
申
込
に
よ
り
無
料

で
駆
除
を
行
い
ま
す
。

百
八
十
万
六
千
余
円

赤
十
字
募
金
お
わ
る

去
る
五
月
一
日
か
ら
一
か
月
間
に

亘
つ
て
行
わ
れ
ま
し
た
赤
十
字
募

金
の
結
果
が
、こ
の
ほ
ど
集
計
を

お
わ
り
ま
し
た
。本
年
度
の
区
の

募
金
目
標
額
は
百
三
十
三
万
二
千

円
で
し
た
が
、種
々
の
悪
条
件
が
重

な
つ
た
期
間
に
も
拘
ら
ず
、区

民
の
皆
様
の
深
い
御
理
解
と
御
協

力
に
よ
り
募
金
総
額
百
八
十
万
六

千
九
百
七
十
二
円
で
目
標
額
を
四

十
七
万
四
千
九
百
七
十
二
円
も
上

廻
る
好
成
績
を
あ
げ
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。

な
お
出
張
所
別
の
募
金
額
は
次

の
通
り
に
な
つ
て
お
り
ま
す
。

出
張
所
別
　
　
募
金
額

第
一
　
　
　
一
二
一
、九
〇
二
円

第
二
　
　
　
　

七
九
、
九
一
〇
円

第
三
　
　
　
一
三
九
、
四
七
〇
円

第
四
　
　
　
一
四
七
、
一
七
〇
円

第
五
　
　
　
一
五
一
、
〇
三
〇
円

第
六
　
　
　
　
九
二
、
五
二
五
円

第
七
　
　
　
一
二
八
、
七
七
〇
円

第
八
　
　
　
　
九
〇
、
二
〇
〇
円

第
九
　
　
　
一
〇
八
、
三
七
〇
円

第
十
　
　
　
一
一
八
、
六
〇
五
円

第
十
一
　
　
一
〇
四
、
五
六
〇
円

第
十
二
　
　
一
一
五
、
三
四
五
円

第
十
三
　
　
　
七
二
、
三
三
〇
円

第
十
四
　
　
　
一
一
、
二
〇
五
円

第
十
五
　
　
　
二
七
、
六
一
〇
円

第
十
六
　
　
　
四
一
、
八
一
〇
円

第
十
七
　
　
　
四
〇
、
四
八
〇
円

第
十
八
　
　
一
一
八
、
九
七
〇
円

第
十
九
　
　
　
九
六
、
七
一
〇
円

計
　
　一
、
八
〇
六
、
九
七
二
円

八
月
七
日
と
き
ま
る

足
立
花
火
大
会

足
立
区
観
光
協
会
で
は
去
る
八
日

午
後
一
時
か
ら
、
区
委
員
会
室
で

常
任
理
事
会
を
開
き
、
今
年
の
花

火
大
会
実
施
に
つ
い
て
そ
の
大
綱

を
決
定
し
ま
し
た
。

足
立
の
花
火
は
、
明
治
年
間
千
住

大
橋
の
開
通
を
祝
つ
た
の
が
は
じ

ま
り
で
、
そ
の
後
荒
川
放
水
路
が

で
き
て
か
ら
は
同
地
に
う
つ
り
、
〝

千
住
の
花
火
〟
と
し
て
年
々
多
く

の
見
物
客
を
集
め
、最
近
で
は
四

、
五
十
万
近
い
人
出
を
み
る
ほ

ど
盛
大
に
な
つ
て
き
ま
し
た
。

今
年
は
戦
後
復
活
し
て
か
ら
五
回

日
に
当
り
実
施
期
日
は
八
月
七
日

(
雨
天
の
際
は
順
延
)
会
場
は
荒
川

放
水
路
堤
塘
敷
、参
加
花
火
業
者

は
玉
屋
(
船
橋
市
)
共
栄
化
工

(
大
宮
市
)
土

浦
市
化
工
(
土

浦
市
)
斎
木
煙

花
工
業
(
山
梨

)
細
谷
煙
花
工
業

(
東
京
)
な

ど
で
、当
日
打

揚
げ
ら
れ
る
花

火
は
八
寸
ま
で
三

千
余
発
の
ほ

か
、横
十
五
間
高

さ
五
間
と
い

う
大
き
な
仕
掛
を

ふ
く
む
三
十

余
台
の
仕
掛
花

火
が
予
定
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

特
に
両
国
で
は
地
域

の
関
係
で
許

可
さ
れ
な
い

八
寸
玉
の
打
揚

げ
や
、横
百
五

十
間
、高
さ
十
数

間
と
い
う
花

火
技
術
の
粋
を

つ
く
し
た
大
仕

掛
け
〝ナ
イ
ア

ガ
ラ
の
滝
〟
な
ど
は
、
足
立
花
火
独
得

の
も
の
と
さ
れ
て
お
り
、
そ

の
規
模
に
お
い
て
は
、
日
本
一
と

さ
え
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

当
日
の
打
揚
げ
開
始
は
昼
の
部
は

午
後
一
時
、
夜
の
部
は
六
時
半
頃

か
ら
九
時
頃
ま
で
と
予
定
さ
れ
、

な
お
入
場
料
等
に
つ
い
て
は
指
定

席
以
外
は
十
円
見
当
の
整
理
料
で

広
く
一
般
に
開
放
す
る
方
針
が
立

て
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
点
に
つ
い

て
は
今
後
打
合
せ
に
よ
り
決
定
す

る
こ
ど
に
な
つ
て
お
り
ま
す
。



区 政 の お 知 ら せ第78 号( 3)

今
年
の
水
防
計
画

危
険
区
域
を
中
心
に

水
防
団
員
千
名
を
配
置

荒
川
、
荒
川
放
水
路
、
中
川
、
綾

瀬
川
と
四
つ
の
大
き
な
河
川
を
持

つ
上
に
、
低
湿
地
帯
の
多
い
本
区

で
は
、
従
前
か
ら
そ
の
水
防
対
策

に
つ
い
て
は
大
き
な
努
力
を
払
つ

て
き
ま
し
た
が
、
本
年
も
又
、
出

水
期
を
迎
え
、
そ
の
水
防
態
勢
に

万
全
を
期
す
る
た
め
、
次
の
よ
う

な
水
防
計
画
を
立
て
て
お
り
ま
す

別
図
に
示
す
通
り
、
本
年
度
の
重

要
水
防
区
域
と
し
て
は

(
1
)
千
住
曙
町
-
新
田
上
町
の
荒
川

右
岸
(
一
万
八
百
メ
ー
ト
ル
)

(
2
)
五
反
野
南
町
-
北
鹿
浜
町
の
荒

川
放
水
路
両
岸
(
八
千
三
百
メ
ー

ト
ル
)

(
3
)
神
明
町
-
伊
藤
谷
本
町
の
綾
瀬

川
両
岸
(
三
千
八
百
メ
ー
ト
ル
)

の
三
か
所
で
そ
の
総
延
長
は
三
万

七
千
九
百
メ
ー
ト
ル
と
な
つ
て
お

り
ま
す
、こ
の
中
、持
に
危
険
な

区
域
と
さ
れ
て
い
る
の
は

(
1
)
千
住
桜
木
町
尾
竹
橋
以
西
の
荒

川
左
岸
(
千
百
メ
ー
ト
ル
)

(
2
)
大
谷
田
町
六
一
〇
先
中
川
右
岸

(
三
百
メ
ー
ト
ル
)
(
3
)
新
田
橋
下
流

荒
川
左
岸
(
百
メ
ー
ト
ル
)
(
4
)

柳
原
町
一
一
一
先
荒
川
放
水
路
右

岸
(
5
)
西
新
井
橋
下
流
荒
川
左
岸
で

区
と
し
て
も
、
こ
れ
ら
危
険
区
域

を
中
心
に
、
出
水
の
場
合
迅
速
に

水
防
の
効
果
を
あ
げ
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
計
画
を
整
え
ま
し
た
。

土
木
課
に
水
防
本
部

ま
ず
水
防
の
総
元
締
で
あ
る
水
防

本
部
を
区
土
木
課
に
設
け
、
梅
島

土
木
出
張
所
に
支
部
を
作
り
、
こ

の
外
排
水
場
、
危
険
地
域
附
近
に

も
駐
留
所
を
お
い
て
、
警
戒
に
当

り
ま
す
。

本
部
に
は
工
務
、
排
水
、
排
水
指

導
、
工
作
な
ど
の
十
班
が
あ
つ
て

そ
れ
ぞ
れ
の
分
担
に
従
つ
て
土
木

課
員
が
こ
れ
に
当
り
、
直
接
水
防

の
主
力
と
し
て
は
、
区
内
水
防
団

員
約
千
六
百
名
が
現
場
に
出
動
す

る
こ
と
に
な
つ
て
お
り
ま
す
、
こ

の
内
訳
は
千
住
消
防
署
関
係
五
百

十
七
名
(
う
ち
署
員
百
三
十
一
名
)

西
新
井
消
防
署
関
係
千
四
十
六

名
(
う
ち
署
員
百
六
十
六
名
)
で

あ
り
ま
す
。

水
防
用
器
具
、
資
材
と
し
て
は
、

シ
ヤ
ベ
ル
八
百
、
ツ
ル
ハ
シ
四
百

掛
矢
十
五
、
む
し
ろ
三
百
、
空
俵

七
千
等
が
、
区
内
六
か
所
の
倉
庫

に
貯
蔵
さ
れ
、
二
台
の
ト
ラ
ツ
ク

が
危
険
区
域
に
急
送
す
る
仕
組
に

な
つ
て
お
り
ま
す
。

日
頃
皆
様
に
お
な
じ
み
の
「
き
ぼ

う
」
号
も
水
勢
の
状
況
放
送
や
夜

間
作
業
の
照
明
に
活
動
い
た
し
ま

す
。区

民
相
談
に
〝

職
業
相
談
〟
新
設

今
ま
で
毎
月
第
三
水
躍(

梅
島
支

所)

第
三
木
曜(

千
寿
第
一
小)

で
行
わ
れ
て
い
た
区
民
相
談=

法

律
、
商
工
、
税
務
、
戸
籍=

に
七

月
か
ら
新
ら
た
に
〝
職
業
相
談
〟

の
部
門
が
作
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
は
最
近
の
就
職
難
に
伴
い
激

増
す
る
失
業
者
の
方
で
、
臨
時
的

に
で
も
職
業
に
就
き
た
い
人
々
を

対
象
と
し
て
開
く
も
の
で
、
こ
の

外
、
身
体
障
害
者
、
要
保
護
者
、

年
少
者
等
の
職
業
相
談
に
も
応
じ

る
こ
と
に
な
つ
て
お
り
ま
す
か
ら

ど
う
ぞ
御
利
用
下
さ
い
。

緑
の
木
陰
で

楽
し
い
農
繁
期
保
育
所

区
で
は
農
繁
期
に
入
つ
た
農
家
の

た
め
に
、
去
る
十
五
日
か
ら
区
内

四
け
所
に
春
期
農
繁
期
保
育
所
を

作
り
、
託
児
を
行
つ
て
お
り
ま
す

こ
の
保
育
所
に
は
各
三
名
の
保
姆

が
い
て
、
歌
唱
指
導
等
を
行
い
、

子
供
を
楽
し
く
安
全
に
遊
ば
せ
る

も
の
で
、
毎
年
猫
の
手
も
借
り
た

い
ほ
ど
の
忙
し
さ
に
、
育
児
ま
で

手
の
廻
り
か
ね
る
農
家
の
主
婦
に

好
評
を
得
て
お
り
ま
す
。

○
農
繁
期
保
育
所

花
畑
町
一
、
八
二
一
実
性
寺
境
内
(

託
児
人
員
百
名
)

辰
沼
町
四
〇
八
竜
岩
寺
境
内
(
百

名
)

北
鹿
浜
町
押
部
ク
ラ
ブ
(
百
名
)

大
谷
田
町
四
八
三
大
住
学
園
内
(

百
名
)写

真
は
農
繁
期
保
育
所

大
川
町
プ
ー
ル
開
き

区
営
千
住
大
川
町
プ
ー
ル
の
プ
ー

ル
開
き
は
七
月
一
日
午
前
十
時
か

ら
同
所
で
行
わ
れ
ま
す
。

プ
ー
ル
の
入
場
料
は
昨
年
通
り
一

時
間
十
円
と
な
つ
て
お
り
ま
す
。
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道
路
舗
装
後
は
で
き
な
い

水
道
・
瓦
斯
の
修
理
新
設

区
で
は
二
十
九
年
度
の
土
木
事
業

と
し
て
次
の
箇
所
に
つ
い
て
道
路

鋪
装
工
事
を
行
い
ま
す
が
、こ
の

鋪
装
工
事
を
施
し
た
道
路
は
竣
工

後
一
か
年
間
は
、水
道
、ガ
ス
管

等
の
修
理
新
設
又
は
そ
の
他
の
事

情
等
の
た
め
、堀
さ
く
す
る
こ
と

を
禁
止
さ
れ
ま
す
か
ら
、水
道
、

ガ
ス
管
等
の
修
理
、新
設
等
は
、

工
事
が
終
了
し
な
い
前
に
済
ま
さ

れ
る
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

○
舗
装
工
事
箇
所

千
住
一
の
一
八
-
千
住
五
の
八
、

延
長
九
四
五
米
、
着
工
六
、
四
-

七
、
三
一
(
以
下
の
数
字
は
同
順

序
で
す
)
△
千
住
緑
町
二
-
一
〇

四
〇
九
米
、六
、二
〇
-
八
、三

一
△
千
住
東
町
三
〇
-
一
五
、二

三
六
米
、六
、二
〇
-
八
、三
一

△
本
木
町
二
の
一
、七
二
七
-
一

三
三
一
、三
四
三
米
、六
、一
五

-
八
、一
〇
△
本
木
町
二
の
一
、

七
四
五
-
一
、七
七
七
、二
一
五

米
、六
、一
五
-
八
、一
〇
△
古

千
谷
町
四
四
七
-
舎
人
町
一
、三
一
一
、

六
五
〇
米
、八
、一
-
九
、

三
〇
△
北
堀
之
内
町
二
四
四
-
加

賀
皿
沼
町
一
、〇
八
九
、一
、〇

二
〇
米
、六
、二
五
-
八
、三
一

△
花
畑
町
五
三
九
三
-
五
、五
五

三
、一
、三
〇
〇
米
、一
〇
、一

〇
-
一
二
、二
〇
△
千
住
元
町
五

六
-
千
住
竜
田
町
一
、八
八
〇
米
、

六
、一
〇
-
六
、三
〇
△
千
住
緑

町
一
-
七
、四
五
〇
米
、六
、一

〇
-
六
、三
〇
△
千
住
緑
町
一
-

四
、三
五
〇
米
、六
、一
五
-
六

、三
〇
△
千
住
旭
町
二
七
-
六
八
、

三
四
〇
米
、七
、一
五
-
七
、三

一
△
長
門
町
-
大
谷
田
町
、一
、

五
〇
〇
米
、八
、一
-
八
、一
五

△
伊
藤
谷
本
町
二
九
九
-
一
、七

〇
〇
米
、九
、一
五
-
九
、三
〇

△
千
住
橋
戸
町
四
七
-
千
住
関
屋

町
三
九
、一
、〇
〇
〇
米
、九
、

一
五
-
九
、三
〇
△
柳
原
町
一
八

九
-
一
九
七
、四
五
〇
米
、一
〇
、

一
五
-
一
〇

、
三
〇
△
千
住
曙
町

一
一
一
-
二
〇
、五
五
〇
米
、一

〇
、二
〇
-
一
一
、一
△
千
住
曙

町
二
〇
-
五
五
、五
〇
〇
米
、一

一
、一
-
一
一
、二
〇
△
南
鹿
浜

町
三
〇
-
新
田
下
町
一
六
〇
、七

〇
〇
米
、一
一
、一
〇
-
一
一
、

三
〇
△
新
田
下
町
一
六
三
-
四
五

〇
、八
〇
〇
米
、一
一
、一
〇
-

一
一
、三
〇
△
南
宮
城
町
二
二
-

小
台
町
三
五
〇
、
八
〇
〇
米
一
一

、二
〇
-
一
二
、一
〇
△
本
木
町

三
の
二
、四
九
七
-
三
の
二
、五

一
三
、
三
〇
〇
米

、
一
〇

、
一
-

一
一
、
三
〇

都
内
最
高

ナ
ト
コ
の
免
許
所
有
者

U
S
I
S
(
ナ
ト
コ
)
映
写
機
操

作
免
許
証
の
所
有
者
は
各
区
平
均

五
〇
名
位
で
す
が
、
足
立
区
で
は

現
在
こ
の
所
有
者
が
一
一
六
名
の

多
数
を
数
え
、
都
内
最
高
を
誇
つ
て

お
り
ま
す
、
こ
の
免
許
証
を
所

有
す
る
者
は
誰
で
も
U
S
I
S
の

フ
イ
ル
ム
を
無
料
で
借
り
ら
れ
る

こ
と
に
な
つ
て
お
り
、
最
近
非
常

に
豊
富
に
な
つ
た
同
フ
イ
ル
ム
に

よ
り
区
の
視
覚
教
育
の
発
展
が
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。

婦
連
協
旅
行
会

区
婦
人
連
合
協
議
会
で
は
去
る
六

月
二
十
三
日
、春
季
リ
ク
レ
エ
ー
シ

ヨ
ン
と
し
て
芦
の
湖
め
ぐ
り
旅

行
を
行
い
ま
し
た
。

〝
田
植
〟
い
ま
が

ま
つ

さ

か
り

都
内
一
の
米
ど
こ
ろ
、
本
区
の
農

村
地
帯
で
は
、
い
ま
が
田
植
の
ま

つ
さ
か
り
。

毎
年
東
京
都
産
米
供
出
量
の
約
四

〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
る
本
区
の

米
作
の
出
来
高
は
、都
内
の
稲
作

供
進
会
で
年
々
優
秀
な
成
績
を
あ

げ
て
い
る
こ
と
と
相
ま
つ
て
、農

業
関
係
者
は
も
と
よ
り
、
一
般
の

大
き
な
関
心
を
集

め
て
い
る
だ
け
に

ふ
り
み
ふ
ら
ず
み

の
梅
雨
空
の
下
、

み
の
笠
着
け
た
お

百
姓
さ
ん
の
表
情

に
は
、
働
く
人
の

き
び
し
さ
が
溢
れ

て
お
り
ま
す
。

(
写
真
は
伊
興

町
に
て
)

☆
　

☆

☆
　

☆

☆
　

☆

☆
　

☆

町
会
婦
人
部
で

料
理
講
習
会

西
新
井
町
会
婦
人
部
で
は
、
区
が

主
催
し
て
行
つ
た
料
理
講
習
会
受

講
者
が
講
帥
と
な
つ
て
、
講
習
に

出
ら
れ
な
か
つ
た
婦
人
部
員
に
対

し

、
町
内
の
各
所
で
食
生
活
の
改

善
を
は
か
る
料
理
講
習
会
を
行
い

ま
し
た
。

写
真
は
同
町
会
の
講
習
会
風
景

観
光
写
真
コ
ン
ク
ー
ル

入
賞
者
の
授
賞
式

区
と
区
観
光
協
会
が
主

催
し
て
行
つ
た
「足
立

区
観
光
写
真
コ
ン
ク
ー

ル
」
は
区
内
は
も
と
よ

り
広
く
都
内
一
般
か
ら

も
作
品
が
出
品
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
集
つ
た
作

品
の
中
か
ら
、
将
来
絵
ハ

ガ
キ
や
観
光
足
立
の

紹
介
の
た
め
、
各
種
展
覧
会
等
に

出
品
す
る
も
の
を
選
ぶ
審
査
会
に

よ
り
別
項
の
通
り
入
選
者
が
決
定

し
ま
し
た
の
で
、
こ
の
賞
品
授
与

式
が
去
る
二
十
一
日
午
前
十
時
か

ら
、
区
議
会
議
事
堂
で
行
わ
れ
ま

し
た

。

ラジオ体操講習会

七月六・七・八日
千 寿 第 一 小 学 校

夏
休
み
を
真

近
に
控
え
、

区
教
育
委
員

会
で
は
、
こ

の
ほ
ど
次
の
通

り
「
ラ
ジ

オ
体
操
指
導

者
講
習
会
」

を
開
く
こ
と

に
な
り
ま
し

た
。

こ
れ
は
夏
休

み
に
な
る
と

各
子
供
会
や

町
会
等
が
単
位
と
な
つ
て
、
各
所

で
ラ
ジ
オ
体
操
の
会
を
持
つ
こ
と

が
多
く
な
る
の
で
、
こ
の
機
会
に

正
し
い
ラ
ジ
オ
体
操
の
普
及
を
は

か
ろ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

期
日
は
七
月
六
、
七
、
八
日
の
三

日
間
、
午
后
六
時
三
十
分
か
ら
同

八
時
三
十
分
ま
で
千
寿
第
一
小
学

校
講
堂
で
、
N
H
K
の
紅
林
武
男

氏
、
区
教
育
委
員
会
長
野
体
育
指

導
員
が
講
師
と
な
つ
て
行
わ
れ
ま
す

。
な
お
受
講
希
望
者
の
方
は
七

月
三
日
ま
で
に
区
教
育
委
員
会
体

育
係
ま
で
お
申
込
み
下
さ
い
。


